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提出数 

 

 

F3 あなたのお勤めの先の本社所在地を教えてください。 

  

 

SC5．あなたのお勤め先の従業員数（パート・アルバイトを含む）を教えてください。 

  

 

SC6．あなたのお勤め先の業種区分を教えてください。 

※どの区分か分からない場合は以下のリンクより該当する業種を確認してからお答えください。  

※複数の業種にまたがる場合は、最もウエイトの大きい主な業種を選んでください。 

 【参考 URL】 総務省 日本標準産業分類（平成 25 年 10 月改定） 

 https://www.e-stat.go.jp/classifications/terms/10 

  

 

  

企業人事 96

9.4 39.6 20.8 9.4 20.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

徳島県 香川県 愛媛県 高知県 四国外

2.1 

3.1 5.2 8.3 18.8 9.4 9.4 20.8 8.3 6.3 8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

1人〜10人 11人〜30人 31人〜50人 51人〜100人

101人〜300人 301人〜500人 501人〜1000人 1001人〜3000人

3001人〜5000人 5001人〜10000人 10001人以上 わからない

1.0 

13.5 22.9 6.3 9.4 6.3 8.3 13.5 

2.1 

4.2 

1.0 1.0 

2.1 

1.0 

6.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

農業、林業 漁業 鉱業、採石業、砂利採取業

建設業 製造業 電気・ｶﾞｽ・熱供給・水道業

情報通信業 運輸業、郵便業 卸売業、小売業

金融業、保険業 不動産業、物品賃貸業 学術研究、専門・技術ｻｰﾋﾞｽ業

宿泊業、飲食ｻｰﾋﾞｽ業 生活関連ｻｰﾋﾞｽ業、娯楽業 教育、学習支援業

医療、福祉 複合ｻｰﾋﾞｽ事業 ｻｰﾋﾞｽ業(他に分類されないもの)

公務(他に分類されるものを除く) 上記で分類不能の産業
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SC3．あなたのお勤め先の企業には「コース別雇用管理制度」がありますか。 

■コース別雇用管理制度とは、「総合職」「一般職」といった、労働者の職種、資格などに基づき複数のコースを

設定し、コースごとに異なる配置・昇進などの雇用管理を行うシステムです。 

■典型的には、「企画立案、営業、研究開発等を行うコース（いわゆる「総合職」）」と「主に定型的業務に従事す

るコース（いわゆる「一般職」）」などのコースを設定して雇用管理を行います。 

■企業によって、「一般職」の呼び名はさまざまです。 

  

 

F5．全従業員に占める正社員の割合 

  

 

F6．正社員に占める女性の割合 

  

 

F7．係長級の労働者に占める女性労働者の割合 

※[係長級]とは、管理職昇格一歩手前の職位。 「課長級」よりも下位の役職であって、事業所で通常「係長」と

呼ばれている者又は同一事業所においてその職務の内容および責任の程度が「係長」に相当するもの。該当す

る職位がない場合は、「該当する職位がない」を選んでください。 

※計算方法：女性の係長級従業員数÷係長級従業員数×100 ※女性の係長職がいない場合は「0」を入力くだ

さい 

  

 

  

52.1 45.8 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

ある ない わからない

2.1 

5.2 24.0 68.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

20%未満 20〜40%未満 40〜60%未満 60〜80%未満 80%以上

49.0 28.1 21.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

20%未満 20〜40%未満 40〜60%未満 60〜80%未満 80%以上

14.0 11.6 18.6 16.3 4.7 8.1 8.1 8.1 3.5 7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事（n=86）

0% 0%以上5%未満 5%以上10%未満 10%以上15%未満 15%以上20%未満

20%以上25%未満 25%以上30%未満 30%以上35%未満 35%以上40%未満 40%以上
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F8．管理職に占める女性労働者の割合 

※「管理職」＝「課長級」以上とし、以下のいずれかに該当する者 ・事業所で通常「課長」と呼ばれている者であ

って、2 係以上の組織からなり、若しくは、その構成員が 10 名以上（課長含む）の長 ・同一事業所において、課

長の他に、呼称、構成員に関係なく、その職務の内容及び責任の程度が「課長級」に相当する者（ただし、一番

下の職階ではないこと） 

※計算方法：女性の管理職数÷管理職数×100 

※女性管理職がいない場合は「0」を入力ください 

  

 

F9．役員に占める女性の割合 

※[役員]とは、会社法上の役員(取締役/会計参与及び監査役)並びにその職務の内容及び責任の程度が「役

員」に相当する者 （職務の内容及び 責任の程度が「役員」に相当すると判断されれば、執行役員、理事など、

呼称は問わない） 

※計算方法：女性の役員数÷役員数×100 

  

 

F10．男性の育児休業取得率 

※育児休業取得率の計算方法  男性労働者のうち育児休業をした数（直近年度中）÷男性労働者のうち配偶

者が出産した数×100 

※男性の育児休業取得対象の人がいない場合は、「男性の育児休業取得対象の人がいない」を選んでください。 

  

 

  

28.1 11.5 16.7 7.3 8.3 9.4 8.3 4.2 6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事（n=96)

0% 0%以上2%未満 2%以上4%未満 4%以上6%未満 6%以上8%未満

8%以上10%未満 10%以上20%未満 20%以上25%未満 25%以上

55.2 

2.1 

7.3 8.3 7.3 10.4 9.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事（n=96）

0% 0%以上3%未満 3%以上6%未満 6%以上9%未満 9%以上12%未満 12%以上15%未満 15%以上

22.4 7.1 10.6 9.4 5.9 4.7 3.5 8.2 8.2 4.7 7.1 8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事（n=85）

0% 0%以上5%未満 5%以上10%未満 10%以上15%未満

15%以上20%未満 20%以上25%未満 25%以上30%未満 30%以上40%未満

40%以上60%未満 60%以上80%未満 80%以上100%未満 100%
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F11．年次有給休暇取得率 

※前年度からの繰り越し分は含みません 

※男女別に取得率を把握している場合には、男女それぞれの欄にご回答下さい。 

※男女別の取得率が分からない場合には「全体」の欄にご記入下さい。 

  

 

F12．1 か月の平均残業時間 

※「1 年間の対象労働者の法定時間外労働及び法定休日労働の総時間数の合計」÷12 ヶ月÷「対象労働者数」 

※男女別に平均時間を把握している場合には、男女それぞれの欄にご回答下さい。 

※男女別の平均時間が分からない場合には「全体」の欄にご記入下さい。 
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Q1．あなたの会社では、女性活躍推進の取組みをしていますか。 (※女性活躍推進の取組みとは、女性の採

用数を増やしたり、女性の育成を促進したり、女性の職域を広げたりすることです。) 

  

 

SQ1_1．あなたの会社が女性活躍推進に取組む理由として最も当てはまるものを選んでください。 

  

 

SQ1_2．女性活躍推進の取組みをすることでどのような影響がありましたか。（いくつでも） 

  

 

  

38.5 50.0 9.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

積極的に行っている 行っている あまり行っていない 行っていない

6.4 14.9 60.6 17.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=94)

企業ブランドや認知度の向上 業績や生産性の向上

人材確保及び成長支援 時代潮流や社会的要請に応じた変化

その他

30.9 

29.8 

25.5 

42.6 

59.6 

9.6 

3.2 

6.4 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

就職希望者数の増加

職場の生産性向上

女性の離職率低下

女性役員・管理職の増加

社員の意識向上

女性優遇策だと

認識している人がいる

その他

影響はなかった

企業人事(n=94)
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SQ1_3．女性活躍推進に関する経営方針について、当てはまるものを選んでください。（いくつでも） 

  

 

Q2．あなたの会社では『えるぼし』を取得していますか。取得していない場合、取得したいですか。 

  

 

Q3．あなたの会社における女性の採用について、当てはまるものを選んでください。 

  

 

SQ3_1．あなたの会社で実施している、女性採用を増やすうえでの取組みや工夫について書いてください。(任意） 

 --- 

 

Q4．あなたの会社では、出産して働き続ける女性はどのくらいいますか。 

  

46.8 

28.7 

56.4 

41.5 

52.1 

13.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性活躍に関する意義や方針を明確にし、

中期経営計画等に位置付けている

担当役員、専門部署を設置するなど、

全社横断的な推進体制を構築している

時間軸を意識した数値目標を設定している

(採用における女性比率、男性の育休取得率など)

目標を達成するための具体的な行動計画や

ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝを策定している

女性の活躍推進に関する方針や計画、数値目標、

取組み状況などをCSR報告書や自社HP等を

通じて対外公表している

その他

企業人事(n=94)

29.2 36.5 24.0 10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

取得している 取得したい えるぼしを知っているが、取得しようと思わない えるぼしを知らない

47.9 41.7 6.3 4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

積極的である どちらかと言えば積極的である どちらかと言えば積極的でない 積極的でない

64.6 26.0 7.3 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

ほぼ全員 多い 半数くらい 少ない いない
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Q5．あなたの会社における女性の両立支援に関する取組み・制度の実施状況について、あてはまるものを選ん

でください。（いくつでも） 

  

 

Q6．あなたの会社の両立支援策は十分だと思いますか。 

  

 

SQ6_1．特に効果的だった取組みについて具体的に書いてください。(任意） 

 --- 

 

  

18.8 

78.1 

8.3 

6.3 

11.5 

49.0 

50.0 

54.2 

54.2 

25.0 

26.0 

6.3 

1.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

育児に対する支援金制度

(例：ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ補助・託児ｸｰﾎﾟﾝ等)

短時間勤務以外の勤務時間に関する制度

(例：ﾌﾚｯｸｽ、時差出勤、長期間労働是正)

育児休業からの早期復職支援

(例：早期復職者への金銭補助等)

ﾌﾙﾀｲﾑ勤務への早期復帰支援

(例：ﾌﾙﾀｲﾑ勤務早期復帰者への金銭補助等)

社内保育所

在宅勤務・テレワーク

育児休業中の代替要員の確保

育児休業中の情報提供(例：社内報の送付、

育児休業中のｾﾐﾅｰの実施)

産休前や育休前の支援面談(女性の不安払しょくや現場への

ｽﾑｰｽﾞな復帰を目的とした上司や人事と女性社員の面談)

多様な正規社員の区分

(例：勤務地限定社員、時間限定社員)

ｶﾑﾊﾞｯｸ(ｼﾞｮﾌﾞﾘﾀｰﾝ)制度(結婚、

出産を理由に退職した正社員を再雇用する制度)

その他

何も取組んでいない

企業人事(n=96)

8.3 62.5 26.0 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

十分である どちらかと言えば十分である どちらかと言えば十分でない 十分でない
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SQ6_2．今後どのような両立支援策が必要だと思いますか。 

  

 

Q7．あなたの会社では男性の育児休業取得促進のための取組みをしていますか。あてはまるものを選んでくだ

さい。（いくつでも） 

※取組みをしていない場合は「何も取組んでいない」を選んでください。 

  

 

Q8．（出産後も就業継続している女性がいる会社） あなたの会社では、マミートラック（出産や育児を機にキャリ

アが停滞してしまい、女性が思うように活躍できないこと）の課題がありますか。 

  

 

SQ8．どのような取組みをしたか具体的にお書きください。（任意） 

 --- 

 

  

32.1 67.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=28)

必要でない 必要である

28.1 

24.0 

15.6 

10.4 

32.3 

28.1 

36.5 

13.5 

10.4 

20.8 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

経営者からの男性の

育児休業取得の意義を発信

育児休業の一部有給化

育児休業が取得できる

期間の延長

法律以上の分割取得が可能

男性の育児休業取得率の

目標設定

管理職対象の啓発研修

上司に対する部下の

取得勧奨

男性本人に対するｾﾐﾅー

その他

何も取組んでいない

企業人事(n=96)

26.0 17.7 31.3 25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

ある 以前あったが、取組みによりなくなった 以前からない わからない
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Q9．あなたの会社において女性の中長期的なキャリア形成に向けた取組み実施状況について、あてはまるもの

を選んでください。（いくつでも） 

※取組みをしていない場合は「何も取組んでいない」を選んでください。 

  

 

Q10．あなたの会社のキャリア支援策は十分だと思いますか。 

  

 

SQ10_1．あなたの会社のキャリア形成支援策として、特に効果的だった取組みについて具体的に書いてください。

(任意） 

 --- 

 

  

50.0 

43.8 

18.8 

14.6 

14.6 

19.8 

12.5 

38.5 

4.2 

13.5 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

管理職向け部下ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修

女性向けキャリア研修

ｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ・ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

先輩社員が後輩女性社員を

個別にｻﾎﾟｰﾄするﾒﾝﾀｰ・ﾒﾝﾃｨｰ制度

社内公募制度・社内ﾌﾘｰｴｰｼﾞｪﾝﾄ制度

働き方に制約があっても管理職となれるようなｷｬﾘｱﾊﾟｽ制度

※短時間勤務者であっても管理職となるﾁｬﾝｽを与えている

個別育成計画の作成

一般職女性社員の総合職への転職や職域拡大

その他

何も取組んでいない

企業人事(n=96)

5.2 46.9 37.5 10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

十分である どちらかと言えば十分である どちらかと言えば十分でない 十分でない
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SQ10_2．今後どのようなキャリア支援策が必要だと思いますか。 

  

 

Q11．あなたの会社では、アンコンシャス・バイアスを認識する研修を実施していますか。 実施している場合は、

その対象としてあてはまるものをすべて選んでください。 実施していない場合は「どの社員に対しても実施して

いない」を選んでください。 

  

 

Q12． あなたの会社の女性活躍推進の課題は何ですか。以下のそれぞれの項目について、当てはまるものを

選んでください。 

1,長時間労働 

  

 

2,柔軟な働き方ができない 

  

 

  

30.4 69.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=46)

必要でない 必要である（具体的な内容）

11.5 

31.3 

17.7 

58.3 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

経営層に対して実施している

管理職に対して実施している

一般社員に対して実施している

どの社員に対しても実施していない

企業人事(n=96)

21.9 31.3 15.6 31.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

10.4 34.4 29.2 26.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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3,育児休業が取得しにくい 

  

 

4,転勤しないとキャリアアップできない 

  

 

5,重要な仕事は女性よりも男性が担当することが多い 

  

 

6,男性のほうが女性よりも昇格・昇進しやすい 

  

 

7,上司が女性部下を男性部下と同様に育成していない 

  

 

  

3.1 

1.0 

12.5 83.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

1.0 

10.4 21.9 66.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

8.3 34.4 27.1 30.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

5.2 27.1 36.5 31.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

4.2 17.7 38.5 39.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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8,男性部下より女性部下には、少し困難な仕事を任せてチャレンジさせていない 

  

 

9,上司が男性部下と同様に女性部下に期待をかけていない 

  

 

10,男性優位の意識が残っている 

  

 

11,女性自身のキャリア形成意識が低い 

  

 

  

3.1 32.3 29.2 35.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

5.2 12.5 38.5 43.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

8.3 31.3 37.5 22.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

19.8 50.0 21.9 8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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Q13．あなたの会社でハラスメントの防止について取組んでいることを選んでください。（いくつでも） 

  

 

Q14．政府の「新しい資本主義実現会議」では、男女間の賃金格差について情報開示の義務化を決定しました、

あなたの会社の男女間賃金格差について当てはまるものを選んでください。 

  

 

Q15．最後に、女性活躍推進に関するご意見等ご自由に記述ください。(任意） 

 --- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.5 

68.8 

68.8 

91.7 

52.1 

32.3 

27.1 

1.0 

0.0 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

経営者のハラスメント防止の発信

HPや社内報での周知、ﾎﾟｽﾀｰの掲示

ハラスメント防止研修

内部の相談窓口の設置

外部の相談窓口や弁護士への委託

相談担当者の教育（研修、資格の取得）

定例会議での啓発

その他

何も取組んでいない

企業人事(n=96)

3.1 32.3 34.4 30.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業人事(n=96)

大いにある 多少ある あまりない 全くない
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